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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
高齢者における口腔状態と全身状態の関連性が明らかになり､QOLの維持 ･増進に口
腔保健の重要性がきわめて高いこと埠知られているが､高齢者､とりわけ要介護高齢者の
口腔状態と精神心理面との関連性については未だ明確でない｡
そこで本研究では､近い将来､我が国に訪れるであろう超高齢社会構造に極めて酷似し
た地域において実態調査を行い､要介護高齢者と日常生活自立高齢者甲口腔および心身状
況を比較することにより､口腔機能と心身状況との関連性を再検証し､更に高齢者の七腔
状態と精神活動との関連要因を明らかにすることにより､今後の高齢者歯科医療の目指す
べき指針の究明を目的とし､調査 ･検討を■行った｡･
結果､以下の結論を得たb
1.要介護高齢者群 と自立高齢者群の心身および口腔状態
自立高齢者もさることながら､要介護高齢者の口腔状態は劣悪な状態にあり
歯科医療の更なる介入の必要性が示唆された｡
2.高齢者の口腔満足度に関連する要因
関連要因として､岨噂機能や口･腔衛生に関する項目が示唆された｡
3.高齢者の精神活動に関連する要因
要介護高齢者において､口腔乾燥 と抑 うつ傾向との関連性が示唆された｡
以上より､今後の高齢者歯科医療には岨畷機能や口腔衛生のみならず､心理的側面をも
含んだ新たな取り組みが必要であるとの知見は価値あるものであり､本申請論文は博士
(歯学)の学位論文に値すると考えられる｡
